
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
と
留
学
の
中
・
長
期
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
研
究

i
i
z哲
学
経
験
者
と
智
学
未
経
験
者
に
対
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
結
果
よ
ち
i
i

関
際
ア
ジ
ア
文
化
学
会
講
究
結
婆

秋渡太新

庭部田見

有
紀
子浩コレ

b

滋
冷

裕由

ア
文
化
研
究
」
第
一
号
抜
鰯

二
O
一
六
年
六
月



グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
或
と
留
学
の
中
・
長
期
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
研
究

i
j留
学
経
験
者
と
留
学
未
経
験
者
に
対
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
結
果
よ
り

i
i

扶渡太新

右
紀

子紀浩子

庭部自見

裕由

機
務
次
一
海
外
留
学
念
ず
る
器
本
人
の
数
は

O
O
四
年
の
八
ニ
、
九
五
O
人
を
ピ
ー
ク
に
、
一
一

O
二
二
年
に
は
五
五
、
一
二
五
O
人
に
ま
で
減

少
し
た
。
関
際
的
な
環
境
で
活
躍
で
き
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
育
成
の
た
め
の
説
本
人
の
海
外
留
学
促
進
が
国
策
の
重
要
課
離
と
な
る

中
、
留
学
の
意
義
や
社
会
で
求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
識
を
再
検
討
す
る
た
め
の
実
証
的
な
研
究
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本

研
究
は
、
作
総
本
人
の
留
学
経
験
者
会
一
ヶ
月
以
上
、
海
外
の
高
校
、
大
学
、
大
学
院
、
語
学
学
校
に
・
在
籍
し
、
現
悲
ま
た
は
過
去
に
社
会

人
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
人
〉
を
対
象
に
、
能
力
の
向
上
（
一
人
議
日
〉
、
意
識
の
変
容
二
六
一
環
告
〉
、
社
合
拍
動
へ
の
参
加
〈
八
議

議
て
態
度
・
儲
値
観
の
礎
化
（
入
翼
活
て
み
寸
ヤ
リ
ア
・
採
用
へ
の
彰
響
（
九
項

B
Y
人
生
等
の
溝
足
援
会
ハ
項
目
）
の
六
つ
の
領
域

に
与
え
た
中
長
期
鈴
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
、
留
学
未
経
験
者
の
国
市
内
の
大
学
・
大
学
院
で
の
経
験
と
の
誌
較
分
析
に
よ
り
間
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。
欝
学
経
験
者
に
対
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
質
問
票
講
査
を
こ

O
一
密
年
一
一
一
月
か
ら
ニ

O
一五

年
五
丹
上
旬
ま
で
実
強
し
、
問
問
、
四
八
九
名
か
ら
岡
容
を
持
た
。
対
照
群
〈
欝
学
未
経
験
者
）
は
、
閣
内
の
大
学
卒
梁
ま
た
は
大
学
説
修

了
者
で
、
一
一
一
ヶ
月
以
上
の
海
外
髄
学
や
海
外
在
性
経
験
が
な
い
入
を
対
象
と
し
、
二

O
一
蕊
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
欝

査
を
実
施
し
、
一
、
九
八
件
の
有
効
回
答
を
持
た
。
リ
ッ
カ
ー
ト
法
に
よ
っ
て
招
待
た
問
答
の
項
E
ご
と
の
加
議
平
均
鑑
を
比
較
し
た
結

3 
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果
、
六
つ
の
領
域
す
べ
て
に
お
い
て
、
留
学
経
験
者
の
方
が
肯
定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
認
識
し
て
い
る
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特

に
、
能
力
の
向
上
と
意
識
の
変
容
の
領
域
に
お
け
る
差
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
海
外
留
学
経
験
は
、
日
本
人
が
グ
ロ
ー
バ

ル
な
環
境
に
お
い
て
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
素
地
と
な
る
能
力
の
養
成
、
意
識
や
価
値
観
の
酒
養
に
お
い
て
、
効
果
的
な
学
び
の
機
会
を

も
た
ら
し
て
い
る
と
言
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
一
海
外
留
学
、
中
長
期
的
イ
ン
パ
ク
ト
、
日
本
人
学
生
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
、
国
際
教
育

は
じ
め
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
知
識
集
約
型
経
済
の
進
展
に
伴
い
、
国
境
を
越
え
て
学
ぶ
人
々
の
数
は
急
速
に
増
え
、
全
世
界
の
留
学
生
数
は

二
O
一
二
年
に
四
五

O
万
人
に
達
し
た
が
）
、
そ
の
一
方
で
、
海
外
留
学
を
す
る
日
本
人
の
数
は
二

O
O
四
年
の
八
二
、
九
五
O
人
を
ピ
ー

ク
に
、
二

O
二
二
年
に
は
五
五
、
三
五

O
人
に
ま
で
減
少
し
だ
。
国
際
的
な
環
境
で
活
躍
で
き
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の
重
要
性
が
高

ま
る
中
、
政
府
は
二

O
二
O
年
ま
で
に
日
本
人
の
海
外
留
学
者
数
を
一
二
万
人
に
倍
増
す
る
と
い
う
数
値
目
標
を
掲
問
、
様
々
な
施
策
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
日
本
学
生
支
援
機
構
の
「
海
外
留
学
支
援
制
度
」
に
よ
る
短
期
・
長
期
の
海
外
派
遣
留
学
奨
学
金
に
加
え
、
文
部
科

学
省
は
二

O
一
四
年
に
民
間
企
業
と
連
携
し
「
官
民
協
働
海
外
留
学
支
援
制
度
ト
ピ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
立
ち
上
げ
、
二

O
一
五
年
度
は
、
高
校
生
や
大
学
生
に
対
す
る
九
O
億
円
（
二

整
え
た
。
一
方
、
二

O
二
一
年
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
支
援
」
事
業
や
二

O
一
四
年
の
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
生
支
援
」

事
業
等
の
競
争
的
資
金
を
通
じ
て
、
国
内
の
大
学
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
も
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
海
外

留
学
促
進
が
国
策
の
重
要
課
題
と
な
る
中
、
留
学
経
験
の
中
長
期
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
明
ら
か
に
し
、
留
学
の
意
義
や
社
会
で
求
め
ら
れ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
像
を
再
検
討
す
る
た
め
の
実
証
的
な
研
究
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。



グローパル人材育成と留学の中・長期的インパクトに関する研究

先
行
研
究

留
学
の
効
果
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
特
に
米
国
に
お
い
て
二

0
0
0年
代
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
小
規
模
な
調
査
が
多
数

を
占
め
て
お
り
、
研
究
成
果
を
一
般
化
し
て
論
じ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
口

gHmmg当
ロ
の
8
8
3
E
B
T
Bす
え

で
は
二

O
O
三
年
か
ら
の
三
年
間
に
渡
っ
て
留
学
の
効
果
に
関
す
る
大
規
模
な
調
査
研
究
を
実
施
し
、
米
国
内
の
一
九
O
の
大
学
に

お
け
る
留
学
経
験
者
（
一
二
五
九
名
）
と
、
同
時
期
に
米
国
内
の
大
学
で
の
み
学
修
し
て
い
た
者
（
一
三
人
名
）
に
対
し
て
、
留
学

期
間
の
前
後
に
外
国
語
運
用
能
力
と
異
文
化
感
受
性
に
関
す
る
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
留
学
経
験
者
の
方
が
対
照
群
よ
り

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
コ
ア
が
よ
り
大
き
く
向
上
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
問
。
ま
た
、
二

O
O
一
年
か
ら
十
年
間
に
渡
っ
て
行

わ
れ
た
の
F
O
ω
∞
〉
呂
と
称
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
立
大
学
機
構
に
お
け
る
留
学
の
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
で
は
、
大
学
在
籍
時
の
留
学
経
験
者

（
一
九
、
一

O
九
名
）
と
留
学
未
経
験
者
（
一
七
、
九
O
三
名
）
に
対
し
、
大
学
入
学
時
の
S
A
T試
験
の
点
数
で
分
類
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
大
学
卒
業
率
や
G
P
A
に
つ
い
て
比
較
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
留
学
経
験
者
の
方
が
高
か
っ
た
と
い
う
結
果

が
示
さ
れ
た
。

2 

5 

留
学
経
験
の
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
し
て
は
、
欧
州
に
お
い
て
の
国
間
回
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
高
等
教

育
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
調
査
）
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
欧
州
の
大
学
の
卒
業
生
（
一
三
ハ
、

0
0
0
人
）
に
対
し
て
、

一
九
九
八
年
か
ら
二

0
0
0年
の
問
、
卒
業
後
四
年
を
経
過
し
た
時
点
で
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
大
学
在
籍
時
の
留
学
経

験
者
と
未
経
験
者
の
回
答
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
留
学
経
験
者
の
方
が
担
当
し
て
い
る
職
務
が
よ
り
国
際
的
で
あ
り
、
海
外
勤
務

の
割
合
も
高
く
、
留
学
経
験
で
得
ら
れ
た
ス
キ
ル
を
仕
事
上
で
活
用
し
て
お
り
、
仕
事
に
対
し
て
の
満
足
感
も
高
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
当
日
巾
B
山

g
m
Rロ
（
二

O
O
八
）
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
高
等
教
育
研
究
所
に
よ
る
二

O
O
二
年

の
大
学
卒
業
者
調
査
の
デ
1
タ
を
用
い
て
、
海
外
の
大
学
で
学
位
を
取
得
し
た
者
（
九
一
四
名
）
と
囲
内
の
大
学
で
学
位
を
取
得
し
た
者

（
一
、
三
八
六
名
）
に
つ
い
て
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
比
較
を
し
た
と
こ
ろ
、
前
者
の
方
が
、
卒
業
後
の
海
外
勤
務
や
海
外
出
張
の
頻
度
が
高
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A
7
v
 

い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

留
学
の
中
長
期
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
、
習
学
経
験
が
そ
の
後
の
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
や
人
生
に
与
え
る
影
響
だ
け
で
な
く
、
社
会

全
体
へ
与
え
る
渡
及
鶏
巣
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
た
調
査
と
し
て
は
、
間
三
可
〉
日
｝
吋
O

豆町
CH20σ
即
日
間
口
哲
曽
川
H
H

昂
お
け
（
出
〉
の
M

む
と
呼
ば

れ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
米
閣
の
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
の
研
究
者
を
中
心
に
、

G
O六
年
か
ら
一
一

O

助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
研
究
ブ
ロ
ジ
ぶ
ク
ト
で
は
、

(J) 

。
年
ま
で
米
議
教
育
者
の
研
党

九
六

O
年
か
ら

で
の
約

一
名
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

っ
た
結
果
、
欝
学
経
験
者
は
醤
学
後
に
知
的
創
造
活
動
、
環
境
に
配
癒
し
た
活
動
、
社
会
翼
競
活
動
へ
よ
り
頻

繁
に
拳
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
、
留
学
が
億
人
の
射
利
益
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
に
も
常
定
的
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
を
解
照
明
し
た
と
い
う
点
で
意
義
深
い
も
の
の
、
留
学
未
経
験
者
と
の
詑
較
分
者
を
行
っ
て
い
な
い
点
が
課
題
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
い
お
。
以
上
の
よ
う
な
海
外
で
の
研
究
事
鍔
か
ら
、
留
学
経
験
は
一
言
語
能
力
、
異
文
化
対
応
能
力
、
学
務
面
で
の
向
上
を
も
た
ら

し
キ
ャ
リ
ア
や
職
務
に
肯
定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
留
学
後
の
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を
経
す
と
い
っ
た
議
及
効

果
を
通
じ
て
、
社
会
に
対
し
て
も
中
長
期
に
わ
た
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
こ
と
が
一
ぶ
さ
れ
て
い
る
。

五イ
ン
タ
ゼ
ユ

い
て
は
、

て

。

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

後

者

で

は

、

の

腎

学

経

験

者

一

、

五

G
六
人
か
ら
有
効
問
答
を
得
た
。

学
で
持
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
視
野
の
広
が
り
、
語
学
力
や
異
文
化
理
解
力
の
由
向
上
、
友
人
、
髄
値
観
・
考
え
方
の
変
化
な
ど
が
上
位
に

挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
田
答
者
の
半
数
以
上
は
、
留
学
経
験
が
現
在
の
仕
事
に
投
立
っ
て
い
る
と
し
て
、
留
学
が
キ
ャ
リ
ア
に
与
え
る
肯

定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
た
。
野
水
と
新
田
（
ニ

O
一
回
）
に
よ
る
短
期
期
海
外
派
遣
留
学
の
効
果
に
窮
す
る
調
査
報

告
で
は
、
短
嬉
蜜
学
が
学
業
、
語
学
、
異
文
也
理
解
、
進
学
・
就
職
、
個
人
と
し
て
の
成
長
等
に
役
に
立
っ
て
い
る
と
の
経
験
者
に
よ
る

自
己
評
髄
が
示
さ
れ
的
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
報
告
で
は
、
比
較
対
照
群
（
留
学
未
経
験
者
）
を
用
い
て
検
証
会
し
て
お
ら
ず
、
留
学
の

は
、
留



影
響
に
つ
い
て
も
、
経
験
者
髄
人
レ
ベ
ル
で
の
変
先
や
効
果
に
つ
い
て
、
概
括
的
に
諜
査
す
る
に
留
ま
っ
て
お
り
、
留
学
が
社
会
に
も
た

ら
す
波
及
効
果
に
つ
い
て
は
調
査
対
象
と
し
て
い
な
い
。

研
究
の
方
法

3
1
1
a
本
綾
究
の
閥
的

3 

グローパル人材幸子成とf留学のゆ・；長期的インパクトに隠する研究

、
欝
学
経
験
が
能
力
、
行
動
、
鶴
儲
観
、
今
ヤ
リ
ァ
、

え
た
中
長
期
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
、
留
学
未
経
験
者
と
の
比
較
分
析
に
よ
り
開
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
符
わ
れ
た
。
ま

た
、
本
研
究
を
通
じ
て
、
旺
本
人
に
と
っ
て
の
海
外
鷲
学
の
意
義
と
中
長
期
的
な
勢
巣
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
；
パ
ル
人
材
の
育

成
と
い
う
喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
大
学
と
企
業
に
対
し
て
有
益
な
示
唆
を
提
供
す
る
こ
と
も
自
的
と
し
て
い
る
。

3
1
2
・
頚
究
デ
ザ
イ
ン
の
概
念
的
枠
組

設
本
人

本
新
究
の
デ
ザ
イ
ン
に
当
た
っ
て
は
、
同
州
各
一
口
と
玄
mw片
付

V
2
2
（二

O
一
一
二
）
に
よ
る
、
海
外
留
学
や
海
外
サ
ー
ビ
ス
・
一
フ
1
ニ
ン
グ

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
上
で
推
奨
さ
れ
る
議
資
方
法
を
参
考
に
し
目
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
海
外
留
学
・
研
修
の
ア
ウ
ト
カ
ム
を
検

い
る
、
一
〉
海
外
で
の
経
験
や

に
は
、
〈

〉
機
数
の

る

7 

め
に
安
当
な
比
較
対
蕗
群
を
設
内
応
す
る
、
〈
問
〉
複
数

参
加
者
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
で
分
析
結
果
の
一
般
佑
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
（
五
〉
大
規
模
な
サ
ン
プ
ル
か
ら
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
、
と
い
う
五
つ
の
調
査
手
法
を
提
鳴
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
形
で
調
査
方
法
の
デ
ザ
イ
ン

を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
留
学
経
験
者
と
宮
学
未
軽
殺
者
を
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
（
二

留
学
経
験
を
遥
じ
た
学
び
の
成
果
に
焦
点
を
当
て
、
（
一
一
一
）
比
較
対
照
群
で
あ
る
留
学
未
経
験
者
に
対
し
て
も
調
査
を
行
い
、
（
毘
）
不
特

定
多
数
の
海
外
企
高
等
教
育
機
関
で
の
龍
学
経
験
者
や
醤
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
を
対
象
と
し
、
四
、
五
0
0
に
近
い
留
学
経
験

ロ
グ
ラ
ム
へ
の

の



8 

者
と
一
、
三

O
O弱
の
留
学
未
経
験
者
か
ら
デ

1
タ
を
収
集
し
た
。
な
お
、
本
研
究
で
は
、
今
後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
う
予
定
で

は
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
の
結
果
分
析
だ
け
で
あ
る
た
め
、
同
ロ
σ｛
ロ
と
冨
白
2
Z
d司
印
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る

「
（
二
）
複
数
の
デ
l
タ
収
集
方
法
を
用
い
る
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。

3
1
3
．
調
査
対
象
者
と
比
較
対
照
群

本
研
究
の
調
査
対
象
者
で
あ
る
留
学
経
験
者
は
、
初
等
・
中
等
教
育
を
主
と
し
て
日
本
で
受
け
、
高
校
卒
業
後
、
勉
学
を
主
た
る
目
的

と
し
て
三
ヶ
月
以
上
、
海
外
の
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
専
門
・
技
術
・
芸
術
学
校
、
語
学
学
校
に
在
籍
し
（
高
校
卒
業
後
に
留
学

を
し
て
い
れ
ば
、
高
校
在
学
中
の
留
学
経
験
者
も
含
め
る
）
、
現
在
ま
た
は
過
去
に
社
会
人
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
人
と
し
た
。
留
学

中
の
「
勉
学
」
に
は
、
語
学
研
修
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
含
む
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ワ
ー
キ
ン
グ
・

ホ
リ
デ
ー
は
含
ま
な
い
こ
と
と
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
質
問
票
調
査
を
二

O
一
四
年
二
一
月
か
ら
二

O
一
五
年
五
月
上
旬
ま
で
実
施

し
た
。
調
査
へ
の
回
答
依
頼
に
つ
い
て
は
、
当
該
研
究
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
国
際
教
育
等
の
分
野
に
関
連
し
た
メ
ー
リ
ン
グ
・
リ

ス
ト
お
よ
び
ソ
I
シ
ヤ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
周
知
に
加
え
、
民
間
調
査
会
社
の
モ
ニ
タ
ー
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
質
問
票
の
総
回
答

数
五
、
二
二
七
件
の
う
ち
、
重
複
や
不
正
回
答
な
ど
を
除
外
し
た
有
効
回
答
数
は
四
、
四
八
九
件
で
あ
っ
た
。

比
較
対
照
群
で
あ
る
留
学
未
経
験
者
は
、
圏
内
の
大
学
卒
業
ま
た
は
大
学
院
修
了
者
で
、
三
ヶ
月
以
上
の
海
外
留
学
や
海
外
在
住
経
験

が
な
く
、
外
資
系
を
含
む
日
本
に
存
在
す
る
企
業
に
勤
め
て
い
る
人
、
も
し
く
は
主
婦
ま
た
は
無
職
の
人
を
対
象
と
し
た
。
さ
ら
に
、
対

象
者
を
国
内
の
大
学
・
大
学
院
の
入
学
前
に
外
国
語
運
用
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
な
か
っ
た
、
家
庭
内
で
外
国
語
を
利
用
し
て
い
な
か
っ

た
、
囲
内
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
こ
と
が
な
い
、
帰
国
子
女
で
は
な
い
と
い
う
人
に
限
定
し
た
。
留
学
経
験
者

の
回
答
者
に
お
け
る
年
代
別
構
成
比
率
に
相
似
す
る
よ
う
割
付
を
調
整
し
た
上
で
、
調
査
会
社
の
モ
ニ
タ
ー
に
対
し
て
二

O
一
五
年
八
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
実
施
し
、
一
、
二
九
八
件
の
有
効
回
答
を
得
た
。

表
1
は
、
回
答
者
（
留
学
経
験
者
と
留
学
未
経
験
者
）
の
属
性
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
留
学
経
験
者
の
有
効
回
答
四
、
四
八
九
件



の
う
ち
、
男
牲
は
二
二
一
O
五
名
（
四
九
・
一
%
〉
、
女
性
は

二
、
二
人
西
名
（
五
0
・
九
%
）
で
あ
っ
た
。
比
較
対
擦
群
で

あ
る
留
学
未
経
験
者
に
つ
い
て
は
、
有
効
回
審
一
、
二
九
八

グローバル人材符足立と穏当詳のゆ・長期的インパクトに関寸ゐ研究

択選を学留な嬰麓も殺やJ駒

の
年
代
に
つ
い
て
は
、
留
学
未
経
験
者
が
六
む
議
代
以
上
射

を
対
象
者
と
し
て
お
ら
ず
、
全
体
の
舘
向
と
し
て
も
留
学
抗

経
験
者
の
方
が
若
干
高
め
で
は
あ
る
も
の
の
、
芝
山
ご
と
蜘混血

の
構
成
比
に
つ
い
て
は
概
ね
相
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。
学留

留
学
経
験
者
の
留
学
先
学
校
種
別
に
つ
い
て
は
、
高
校
畑

一
回
一
一
一
名
古
一
二
一
%
て
大
学
一
、
八
七
O
名
（
西
了
七
%
）
、
機

大
学
仲
間
〈
修
主
主
ハ
八
名
（
一
一
で
七
%
て
大
学
院
〈
博
蛾

士
〉
一
一
O
一
一
名
〈
浮
浪
%
〉
、
悲
喜
校
一
、
一
一
一
九
O
名
伽mmM

H
 

（
一
二
一
－
O
%
て
そ
の
他
一
二
一
五
名
（
七
・
0
%
）
で
あ
っ
矧ト』

た
。
こ
の
数
種
は
、
複
数
回
留
学
を
し
た
場
合
（
全
回
答
麟

者
の
約
二
観
）
、
最
も
重
要
な
留
学
と
回
答
し
た
も
の
を
集
特

許
し
て
い
る
。
宮
学
未
経
験
者
は
、
最
終
学
歴
と
し
て
麗
官官i

内
の
大
学
学
部
卒
業
者
七

名
の
う
ち
、
男
性
は
六
回
七
名
（
四
九
・
入
%
）
、
女
性
は

%
〉
で
あ
っ
た
。
習
学
経
験
者
と
米

一
名

0
・一み品

等
A

明
捗
A

明

；
i
i
 

で
あ
っ
た
。

9 O名（五悶・七%）、

カテゴリ… 留学経験者 対照総（未経験者）

(N=4,489) (N口1,298)

性別
5号 2,205 ( 49.1 %) 647 (49.8%) 

女 2,284 (50.9%) 651 (50.2%) 

年代 60歳代以よ 52 (1.2%) 

50歳代 855 (19.1%) 221 (17.0%) 

40歳代 1,582 (35.2%) 451 (34.7%) 

30歳代 1,415 (31.5%) 437 (33.7%) 

20歳代 585 (13.0%) 189 (14.6%) 

教育段階 高校 143 (3.2%) 

大学学部 1,870 (41.7%) 710 (54.7%) 

大学院（修士） 568 (12.7%) 461 (35.5%) 

大学院 202 (4.5%) 127 (9.8%) 
担泣ム出．

1,391 (31.0%) Ul'I ，場 v、

その俄 315 (7.0%) 

（設｝年代：留学未経験議ついては、 60歳代以上を議査対象者としていない。教育段滋：留学経験
者の場合は、留学先学校滋燃として防毒事（複数湿留学者は最も釜望書;l,t｛妥当辞令邸宅事）。留学未経験者に
ついては、最終学膝として隊内の火学卒業、あるいは大学院修了（修ことまたは博士）の諜稼につい
て回答。
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院
（
修
士
）
修
了
者
四
六
ブ
名
（
一
一
一
五
・
五
%
）
、
大
学
説
（
博
士
）
修
了
者
一
二
七
名
（
九
・
八
%
）
で
あ
っ
た
。
本
調
査
で
は
対
隅
群

で
あ
る
哲
学
未
経
験
者
に
お
い
て
、
国
内
の
高
授
卒
業
者
や
語
学
学
校
卒
業
者
か
ら
は
密
答
を
持
て
お
ら
ず
、
留
学
経
験
者
と
の
属
性
の

違
い
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
サ
ン
プ
ル
上
の
議
結
が
あ
り
な
が
ら
も
、
本
稿
で
は
、
留
学
経
験
者
と
留
学
未
経
験
者
と
の
比
較
を

通
じ
て
、
多
様
な
留
学
経
験
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
開
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

3
J
A－
－
鵠
査
察
（
質
開
潤
一
部
の
構
成

の
み
な
ら
ず
、

の
持
成
に
あ
た
っ
て
は
、

ら
れ
て
い
る
社
会
人
基
礎
カ
や
社
会
資
献
活
動
に
簡
ず
る
指
標
も
参
考
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
前
述
の
先
行
掛
究
で
あ
る
米
関
ミ
、
ネ
ソ

タ
大
学
の
掛
究
者
を
中
心
に
行
わ
れ
た
S
A
G
E
で
惑
い
ら
れ
た
質
問
票
の
項
話
、
玄
m
w
W
2
2
M
l
z
と
開
〈
帥
ロ
印
（
一
一

0
0
七
）
に
よ
っ
て

提
示
さ
れ
て
い
る
留
学
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
領
域
（
一
言
語
、
異
文
化
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
i
、
学
術
、
社
会
的
成
長
、
キ
ャ
リ
ア
な
ど
て

黒
田
（
二

0
0
七
）
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
行
政
官
の
宮
学
効
果
を
測
定
す
る
に
あ
た
っ
て
設
定
し
た
、
知
識
、
技
能
・
患
考
能
力
、
態

度
、
鏑
舗
と
い
う
分
類
項
目
町
、
さ
ら
に
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
別
途
企
業
に
対
し
て
海
外
経
験
者
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
一
獲
用
に
関

す
る
調
査
を
各
っ
た
際
の
質
問
欝
で
用
い
た
項
話
、
社
会
人
基
礎
力
に
関
す
る
掛
究
会
で
の
議
論
を
も
と
に
続
揖
産
業
者
が
社
会
人
基
礎

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い

しミで
あ
る
。

調
桝
斎
叩
間
前
の
繋
縮
問
項
註
の
う
ち
、
本
稿
の
最
点
と
す
る
留
学
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
検
証
す
る
項
自
の
概
略
は
表
2
に
示
し
て
い
る
通
り
で

あ
る
。
議
査
薬
で
は
、
閤
答
者
の
基
本
的
震
性
、
現
在
の
仕
事
に
関
す
る
情
報
に
加
え
て
、
能
力
の
向
上
（
一
入
項
目
）
、
意
識
の
変
容

（
一
六
事
E
）
、
社
会
活
動
へ
の
参
加
（
八
項
E
）
、
態
度
・
価
値
観
の
変
佑
（
八
雲
言
）
、
キ
ャ
リ
ア
・
採
用
へ
の
影
響
（
九
項
自
）
、
人

生
等
の
満
足
裏
〈
六
項
自
）
の
六
つ
の
領
域
に
つ
い
て
項
目
を
設
定
し
た
。
こ
れ
ら
翠
学
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
一
環
震
に
つ
い
て
、
留

学
経
験
が
譲
数
あ
る
場
合
は
、
問
答
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
留
学
経
験
を
選
択
の
上
、
自
答
を
求
め
た
。
対
照
群
で
あ
る
留
学
未
経
験
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2：留学経験者向け調査察質問項患の概略

能力の向上 専門知書草署後童話、議礎学力・一総数多室、外留藷主主矧官官)J、コミュニケー

(18 1票日） ション重量力、草野冬1"5むの校会，習管支・3主化に関する知機、ワ←ダーシッ
ヅ、き責極性・行動力、災：ll:Jtlこ対応する力、ストレス議設を室、目的を逢

泌するカ、柔軟然、協議選役、校交焼、創i極力、忍語？カ、！羽真喜角準決能力、
批判的思考力、論理的滋考え1

意識の後毒事 日本人としての意識、アジア人としての主主審議、地球市民としての慈

(16玉露間 i哉、正rct会・孝士会開題への関心、外交・図際関係への興味、環境・主愛護ヨ
問題塁手(J)主主滅的課魁に対する重量議室、平和に対する語家機、多主義な鏑イ藤義路

や文化的背援を持つ人々と共生する議：織、社会での災火災j湾参画の意

畿、性別にとらわれずに家庭内における役割を担うことについての意

議、 2宗教に関する交努然、リスクを取ることーチャレンジすることに
関する宝章線、｛語f室利関？を¥1!保してなぜそうなのかを考える襲警手、 §C'.
1守主主感｛滋綴｝、自己効力感 (El分はやるべきことを実行できるという
意識｝、 §B:fi用！議（社会の取で底分は必要とされているという意識）

校長量的な活動への参左目 主主竣社会への滅。献活動、主芸術文化の発脱・育成支援総数、身近な地域

(8項目 の環境美化遂動、委主義きの中の幸吉撃をi!Jll・4哲エネルギ｝‘リサイクルの活
露出、多様な｛沼健緩や文化的背景を持つ人々への支援活動、多機な鍾銭

控障や文化的手守f去を持つ人々との交流滋動、語文治活動、多様な総量舎・蛍
代の人々との交流活動、若手緩な分室？で泌総している人々との交流活動

態度・鏑イl際線の選~f主 A: Iき分は楽観的な方式： (B：忠分は是主観的な1rだ）、 A：蔚分はリ
(8項目） スクを取る主主き方をしたい方式さ（B：自分はリスクを絞らないよhき1r

をしたい方だ）、 A：自分は築造骨的な1iだ（B：務分は係守的なガだ｝、
A：自分は新しいことを経験したい／jだ（B：自分は今までのことを

総選定していきたい方式：）、 A：キャリアのためなら転機も必望書だと思う

方式さ（B；一つの会社lこ：良〈勤めることが大切だと思、う方式.＇.）， A：多

争議なf附イ議紛の人と交流することが好きな1iだ（B：畏llニイ譲i1l議総会共布
できる人と炎流することがま子きな方だ）、 A ：自分はストレスに~~lい方

だ（ B ：自分はストレス tこljijぃ1fだ）、 A ：良分(J)~t:.t習を向上していき

たいと忍う"Jiだ（B：身の丈にあった生き方を維持できれば十分と4怒
う方だ〉

キャリア・事長J!lへの影響 -'¥"--¥' ＇）ア設計ーの上マJtlJけになった、級者五の仕事に就くふでiぬけになっ
(9 ~質問） 主と、事誌をの年収を認めるのに役立った、 Z見ぞEの仕事において線学で学

んだま日織やスキルを後っている、起業しようという意欲が潟まった（営

利.？ド’＇Ill:率目安会む｝、 NPOや社会活動をしようという意欲が潟まった、
（採活の燃に〉自分の留学総E授が努綴された、（ま来月？の際に）復学でき詳
んだ総議やス:.t-｝レが評価された、｛採用の際に）外関人とのコミュニ
ケーションカが員千t略された

入金書撃の満足度 善晃司貨の仕事に満足している、現在の収入に満足している、節分の留学

(6 ~資自） 経験に満足している、毛i：等手以外のプライベートな生活に満足している、
当記友関係に議足している、人生に満足している

（＇／.主〉努学未絞絞殺に対しては、 E塁内(J)学古事・大学院の君事雲監・修了を書官事患として質問文会最華笈綴撃し
ている。実際の質問)I:.については後述。
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者
に
は
、
荷
じ
項
目
に
つ
い
て
、
爵
内
の
大
学
・
大
学
躍
で
の
学
修
・
学
生
生
鴻
に
お
け
る

イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
回
答
を
依
頼
し
た
。

3
1
5
．
評
倍
・
分
析
方
法

留
学
（
留
学
・
未
経
験
者
の
場
合
は
盟
内
の
大
学
・
大
学
説
で
の
学
修
と
学
生
生
活
）
の
イ

ン
パ
ク
ト
に
隅
摘
す
る
ほ
ほ
全
て
の
項
目
に
つ
い
て
、
リ
ッ
カ
ー
ト
法
の
盟
段
階
尺
度
に
よ
り

評
額
を
し
て
も
ら
っ
た
。
態
度
・
舘
穣
観
の
変
低
に
つ
い
て
の
項
目
は
、
相
対
す
る
こ
つ
の

髄
値
観
に
つ
い
て
賠
段
階
足
度
で
箇
答
を
得
た
。
本
績
に
お
い
て
は
、
寵
学
経
験
者
と
留
学

未
経
験
者
か
ら
得
ら
れ
た
回
答
の
加
重
平
均
値
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
ニ
ハ
J

の

グ
ル
ー
プ
障
の
問
答
傾
向
の
違
い
を
分
許
し
た
。

調
査
結
集

4
1
1
事
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
の
島
日
野
盤

4 能
力
の
向
上
に
期
間
す
る

八
項
自
に
つ
い
て
項
E
ご
と
に
「
強
く
そ
う
思
う
」
を
四
点
、

「
そ
う
思
う
」
を
一
一

「
あ
ま
り
そ
う
怠
わ
な
い
」
を
二
点
、
「
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」
を

点
と
し
て
、
留
学
経
験
者
と
対
関
群
〈
欝
学
未
経
験
者
）
そ
れ
ぞ
れ
の
加
重
平
均
傭
を
算

出
し
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
し
た
も
の
が
図
ー
で
あ
る
。
留
学
経
験
者
の
平
均
値
は

一
人
魂
巨
す
べ
て
に
お
い
て
対
照
群
よ
り
も
高
か
っ
た
。
中
で
も
、
議
学
経
験
と
の
直
接
的

な
関
連
性
が
強
い
と
み
ら
れ
る
「
外
摺
諾
運
罵
能
力
」
（
哲
学
経
験
者
一
ニ
ム
一
二
寸
稗
学
未
経

一
）
、
「
留
学
先
〈
摺
学
未
経
験
者
の
場
合
は
海
外
〉
の
社
会
・
習
慣
・
文
化
に

験
者
了

の比較館1：能力の向上に関する自己評題全担翠主主主

11m~~~＝~むよヰ

ピ、＿.，＿，.蕊T ’、ヅノ 7糊佐行魅力

12塗擦を色、＼ 3/4一一窃ミ ミ制ノノS集期乙に対応するカ

11 義敏r～～J..---• スト L ス務総
時霞鈎表演成するカ

｛？主了ます夜零寸WI李菜護緩著)1王15：習苓允の社会・習後’文化店ヲじマqs絹漉了玄T5.海
外の社会・管機・文化に関する知識Jとして防答。

雄一四m 衡学経煙者n叫,489

3.21、§福留学先｛海外）O>盆会，
省償・文化に鰐ずる鯵事態

eヲーダω シツプ

担忍衛力

t4j揺透カ
剛働・・・録勝綜n司.298



七
、
一
・
九
二
）
、
「
典
文
化
に
対
応
す
る
カ
」

の
三
項
目
で
は
、
盤
学
経
験
者
の
方
が
未
経
験
者
よ
り
一
ポ
イ
ン
ト
以
上
高

か
っ
た
。
さ
ら
に
留
学
経
畿
者
は
、
様
々
な
混
用
能
力
の
環

g
に
つ
い
て
も
欝
学
未
経
験
者
と
比

べ
て
平
均
龍
が
高
く
、
中
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
議
緩
性
・
行
動
力
、
ス
ト
レ
ス

謝
性
、
柔
軟
殺
の
境
問
で
は
、
留
学
経
験
者
の
方
が
未
経
験
者
よ
り
も
0
・
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
高

糊
約
す
る
知
識
の
高
ま
り
に
つ
い
て
」

三
四
二
一
・

グローパル人材育成と苦言者詳のや・長期的インパクト tこ関する研’~

か
っ
た
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
鷲
学
経
験
者
は
海
外
で
の
勉
学
や
生
活
の
成
果
と
し
て
語
学
力
と
異
文
先

に
関
す
る
知
識
や
適
応
力
の
向
上
を
自
覚
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
基
礎
力
と
し
て
議
及

さ
れ
る
汎
用
的
能
力
の
向
上
も
得
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
留
学
は
、
そ
の
経
験
者

に
対
し
て
肱
議
題
な
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
機
会
を
－
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

d
i
2．
意
識
の
変
容
に
関
す
る
喜
己
許
制

意
識
の
変
容
に
関
す
る
一
六
項
臣
に
つ
い
て
、
項
目
ご
と
に
「
強
く
そ
う
患
う
」
を
題
点
、

「
そ
う
患
う
い

「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
を

「
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」
を
一
点

と
し
て
、
議
学
経
験
者
と
対
揺
群
（
留
学
未
経
験
者
〉
そ
れ
ぞ
れ
の
加
議
平
均
彊
を
算
出
し
、

レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
し
た
も
の
が
図
2
で
あ
る
。
意
識
の
袈
替
に
開
関
す
る
す
べ
て
の
項
目
に

お
い
て
、
官
学
経
験
者
の
加
重
平
均
僚
の
方
が
0
・
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
か
っ
た
。
中
で
も
「
吉

本
人
と
し
て
の
意
識
が
高
ま
つ
（
陽
線
学
経
験
者
一
一
一
・
留
学
米
経
縁
者
二
・

O
五
）
で
は
、

13 

留
学
経
験
者
の
方
が

「
ア
ジ
ア
入
と
し
て
の
意
識
が
高
ま
っ

ポ
イ
ン
ト
高
か
っ

〈
一
一
・
七
六
、
了
八

〉
、
「
地
球
市
民
と
し
て
の
意
識
が
高
ま
っ

（
ニ
・
五
回
、
で
入
O
〉
に
つ

関2：意識の認まりに関する自迅評価の加重平均値の比較
1aホ人としての虫館

魯 多rつr.--「ミ7クアムとしての怠総
時間捕〈〆 ＇・＇品ザ＃門、 p ，，輔前後＆しての醐

14 ＂＂＂定銀〈白構〉

ー一一－111'1"鰻警察毒患郁..... 
．，・一対委豪華客 n•l,2錦

時 !l!l剥際の資環

・－・貧困問組当事匂鳩妻家食寝袋
組I二対する窓滋

司、J、ムミ r>
廿気定数i摘する，E容It'-. "lfi'r-智駐ぷ巧司ι /7平絢に対する倉擁、、 γ重唱 2参6 ''  J〆

制健加に嫌われず1'Q柑ニiN.～ －企門店多締な鏑憧縫争文集約縛農を
Iする役前各組うと＜《，，.. 慶 一～恥酬戸 持つλと共金する怠緩

§事主会で＜＞！時公然鈎ゆ日砲の怠織
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い
て
も
、
留
学
経
験
者
の
平
均
値
の
方
が
高
く
、
日
本
人
、
ア
ジ
ア
入
、
地
球
市
民
と
い
う
、
自
分
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ

る
意
識
の
変
化
に
お
い
て
、
外
か
ら
日
本
を
見
つ
め
産
す
援
金
を
与
え
る
宮
学
経
験
の
影
響
の
強
さ
が
表
れ
て
い
る
。

国
際
関
関
係
、
政
治
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
社
会
爵
賠
等
に
対
す
る
関
心
の
一
高
ま
り
に
つ
い
て
も
、
欝
学
経
験
者
の
平
均
舗
の
方
が
総
じ
て

高
か
っ
た
α

特
に
「
外
交
・
欝
捺
関
係
へ
の
興
味
の
高
ま
り
」
に
つ
い
て
は
、
留
学
経
験
者
と
未
経
験
者
の
回
答
の
加
重
平
均
値
が
そ
れ

ぞ
れ
一
一
一
・
一
二
と
で
九
四
と
な
っ
て
お
り
、
一
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
護
が
見
ら
れ
た
。
「
政
治
・
社
会
需
題
へ
の
関
心
」
、
「
環
境
・
貧
悶
問

題
等
の
意
識
い
、
「
平
和
に
対
す
る
意
識
」
の
高
ま
り
に
つ
い
て
も
、
宮
学
経
験
者
の
平
均
鐘
は
未
経
験
者
よ
り
も
0
・
七
ポ
イ
ン
ト
以
上

高
か
っ
た
。
留
学
経
験
者
は
、
海
外
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
日
本
と
い
う
枠
絡
み
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
の
出
来
事
を
当
事
者
と
し
て
実

感
・
ず
る
、
あ
る
い
は
拡
い
桂
野
で
観
察
す
る
機
会
を
縛
る
こ
と
に
な
り
、
国
臨
時
的
な
問
題
へ
の
意
識
や
関
心
を
蕗
め
る
こ
と
に
繋
が
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
ο

さ
ら
に
、
多
犠
牲
に
対
す
る
寛
容
度
や
異
な
る
額
穂
綴
へ
の
受
容
震
に
関
連
す
る
項
自
に
お
い
て
も
、
脅
学
経
験
者
の
平
均
穫
の
ほ
う

が
高
か
っ
た
。
「
多
様
な
舗
値
観
や
文
先
的
背
景
を
持
つ
人
と
共
存
す
る
慈
識
が
高
ま
っ
た
い
〈
閣
学
経
験
者
一
一
一
・
一
入
、
習
学
未
経
験
者

一一－
O
九
）
で
は
一
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
濃
い
が
あ
り
、
留
学
経
験
合
通
じ
て
多
様
性
を
受
容
す
る
意
識
が
高
ま
る
鎖
向
が
示
さ
れ
た
。
「
弗

女
の
社
会
共
同
参
醗
の
意
識
」
や
「
性
別
に
提
わ
れ
ず
家
事
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と
に
関
す
る
意
議
〕
に
つ
い
て
も
、
期
間
学
経
験
者
の
平

均
値
の
方
が
高
く
、
留
学
を
通
じ
て
、
多
様
な
人
々
と
交
流
し
、
自
分
と
は
異
な
っ
た
髄
値
観
に
操
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
で
、
日
本
に

お
け
る
既
存
の
鍾
穣
鶴
以
外
の
考
え
方
に
対
す
る
受
容
性
も
高
ま
っ
た
と
い
う
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
加
え
て
、
留
学
経
験
者
は
「
リ
ス

ク
を
と
る
こ
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
関
す
る
意
識
」
〈
留
学
経
験
者
一
プ
九
三
、
護
学
未
経
験
者
二
人
）
九
）
、
「
自
己
脅
定
感
〈
自

信
）
」
（
一
で
八
九
二
マ
二
O
）
、
「
自
己
勢
力
惑
（
自
分
は
や
る
べ
き
こ
と
を
実
行
で
き
る
と
い
う
意
識
〉
」
（
二
・
九
一
、
ニ
ム
一
六
〉
に
つ
い

て
る
、
そ
の
平
均
値
が
欝
学
米
経
験
者
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
0
・
六
ポ
イ
ン
ト
法
上
高
か
っ
た
。
欝
学
経
験
者
は
、
海
外
で
の
勉
学
や
金

活
を
過
し
て
不
確
実
な
環
境
に
対
し
て
、
挑
戦
し
て
い
く
と
ま
た
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
自
憶
も
舟
上
し
た
と
い
う
認



識
を
持
っ
て
い
る
額
向
が
伺
え
る
。

グロ｝パル人材育成と？苦学の中・長織的インパクトに闘する研究

4
1
3
・
社
会
的
な
消
動
へ
の
参
加
に
関
す
る
富
巴
輔
副
髄

社
会
的
な
活
動
へ
の
参
加
に
期
間
す
る
八
項
誌
に
つ
い
て
、
項
臨
ご
と
に

い
る
」
を
四
点
、
「
時
々
参
加
し
て
い
る
」
を
三
点
、
「
あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い
」
を
一

「
全
く
参
お
し
て
い
な
い
」
を
一
点
と
し
て
哲
学
経
験
者
と
対
照
群
（
欝
学
未
経
験
者
）
そ
れ

ぞ
れ
の
加
葉
平
均
襲
安
算
出
し
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
し
た
も
の
が
関

3
で
あ
る
。
社

会
活
動
の
参
加
に
関
す
る
す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て
、
期
総
学
経
験
者
の
平
均
穣
は
留
学
未
経

験
者
よ
り
も
高
か
っ
た
。
特
に
「
多
棒
な
価
龍
組
制
や
文
化
的
拘
内
最
を
持
つ
人
々
と
の
交
流
活

動
」
（
留
学
経
験
者
ニ
ム
ニ

O
、
留
学
未
経
験
者
一
ム
ハ
二
、
「
多
諜
な
年
齢
・
世
代
の
人
々
と
の

交
流
活
動
」
〈
…
プ
西
五
、
で
九
二
〉
、
「
多
様
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
々
と
の
交
流
活
動
」

（一一・四
O
、
了
八

O
Y
「
多
綾
な
鍾
櫨
観
や
文
化
的
背
景
を
持
つ
人
へ
の
支
護
鵠
勤
」
（
一
一
・

0
七
、
了
車
問
）
で
は
、
官
学
経
験
者
の
平
均
値
の
方
が
未
経
験
者
を
0
・
丑
ポ
イ
ン
ト
以
上
、

上
回
っ
て
い
た
。
こ
の
結
巣
か
ら
、
普
学
経
験
者
の
方
が
、
自
分
と
は
異
な
る
議
性
や
背
援
を
持

つ
人
々
と
讃
極
的
に
交
流
し
た
り
、
多
謙
な
鍾
鐙
観
や
異
な
る
文
北
を
持
つ
人
々
へ
の
支
援
合
提

供
し
た
り
し
て
い
る
鎖
向
が
詞
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
社
会
活
動
へ
の
参
加
状
況
は
、
前
墳

で
述
べ
た
多
様
な
価
値
擦
や
異
文
化
に
つ
い
て
の
意
識
の
務
ま
り
に
比
べ
る
と
、
部
霊
平
均
値
は

総
じ
て
抵
め
で
あ
っ
た
。

く
参
諭
し
て

15 

告書3：行動の変化に関する自己評価の加護平均値の比較
1鴻媛紙会への貨店R漕動

3身近なIt縫＂＇実家主脅礎化謹動など、側畑田ー樹祭緩草案者 n=4,487
2包括の事c！障費第・省:i:ネルギ一、

りそすイクル亀挙 制剛嚇目録重要群炉1,298

8多惨な分野で話認している人々
；，の炎務活動

7多機微生事鯵・後伐の人々 との
支浪覧表絢

＂＇多織な信後緩や文化的背績を鰐
つ人々への実撞活動

5多様忽遜撞緩や文化的背崇をき後
つ人々との翼線活勧
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A
e
i
4
．
今
ヤ
リ
ア
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

4
1
A－1
－
－
現
在
の
託
事
に
つ
い
て

混
在
の
職
殺
に
つ
い
て
は
、
留
学
経
験
者
の
方

が
、
経
営
者
・
役
員
と
管
理
職
ク
ラ
ス
の
割
合
が
留

学
米
経
験
者
よ
り
も
高
い
一
方
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
・

契
約
社
畿
や
そ
の
他
（
主
婦
・
無
殺
を
合
む
）
の
割

合
に
つ
い
て
も
高
か
っ
た
。
現
在
の
年
設
に
づ
い
て

は
、
器
学
経
験
者
の
方
が
、
未
経
験
者
よ
り
も
全

数
的
に
高
い
慨
舟
を
示
し
た
が
、
一
一

0
0
万
円
未

満
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
、
期
間
学
経
験
者
の
方
が
未

経
験
者
よ
り
も
割
合
が
高
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
留
学
経
験
者
は
職
泣
や
年
叙
の
高
い
入
が
多
い

方
で
、

ア
ル
バ
イ
ト
・
契
約
社
員
・
L

王
線
・
無
職

な
ど
、
年
収
が
低
い
人
も
多
い
と
い
う
、
ぱ
ら
つ
き

の
大
き
さ
が
見
て
取
れ
る
（
表
3
を
参
照
）
。
前
壌

で
も
述
べ
た
漏
り
、
留
学
経
験
者
に
は
語
学
学
校
へ

の
留
学
者
が
多
く
合
ま
れ
て
い
る
（
一
二

が
、
留
学
未
綬
験
者
は
大
学
学
部
卒
業
者
と
大
学
院

〈
修
士
、
博
士
）
修
了
者
だ
け
で
種
成
さ
れ
て
い
る
。

－O%） 

カテゴ＇） ←
留学経験者 対照群｛米最霊験者）
(N=4.489) (N=l,298) 

事義｛立 経営努・役主主クラス 452 (10.1%) 3 (0.2%) 

宅誉総躍進クラス 911 (20.3%) 225 (17.3%〕

一般社災クラス 1,856 (41.3%) 877 (67.6%) 

アルパイト・契約校長など 659 (14.5%) 14号(11.5%)

その他 32 (7.2%) 2 (0.2%) 

主録丞棄罪職 30 (6.7%) 42 (3.2%) 

年収 2.0会O万門以上 74 (1五%） 4 (0.3%) 

1,500万円以ムー2,000万円未滋 101 (2.2%) 8 (0.6%) 

1,000；万円以上一1.500万円糸満 315 (7.0%) 55 (4.2%) 

800万p:J以上－1,000万円未満 431 (9.6%) 99 (7.6%) 

600万円以上－800万円未溺 530 (11.8%) 15き(12.2%)

400万円以上－600万円米治 947 (21.191の 335 (25.8%) 

200万円以上－400万円未溺 1.233 (27.5%) 433 (33.4%) 

む円以上向200万円米総 857 (19.1%) 93 (7.2%) 

答えたくない 112 (8.6＇きる）

不号号 1 (0.00%) 

年収平均倍 全体 536.l万円 504.l万内

男 713.5万円 634‘S万円

女 365.2万籾 368.6 7J内

表3：留学経験者と対照群の現在の仕事について

｛詮｝年以について f答えたくないjという項giま対照群｛稼学米絞験者｝のみに設定。



よ
っ
て
、
留
学
経
験
者
の
属
性
の
多
様
性
が
、
職
位
と
年
収
に
お
け
る
広
が
り
の
一
因

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
留
学
経
験
者
の
属
性
（
年
齢
、
留
学
先
、
留
学
先
学
校

種
別
、
専
攻
別
、
男
女
別
、
就
業
先
業
種
別
）
ご
と
に
よ
り
精
轍
な
分
析
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

グローバル人材育成と留学の中・長期的インパクトに関する研究

キ
ャ
リ
ア
・
採
用
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
自
己
評
価

キ
ャ
リ
ア
や
採
用
に
関
す
る
九
項
目
に
つ
い
て
、
項
目
ご
と
に
「
強
く
そ
う
思
う
」

4
1
4
1
2
．
 

を
四
点
、
「
そ
う
思
う
」
を
三
点
、
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
を
二
点
、
「
全
く
そ
う

思
わ
な
い
」
を
一
点
と
し
て
、
留
学
経
験
者
と
対
照
群
（
留
学
未
経
験
者
）
そ
れ
ぞ

れ
の
加
重
平
均
値
を
算
出
し
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
示
し
た
も
の
が
図
4
で
あ
針
。

キ
ャ
リ
ア
や
採
用
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
す
べ
て
の
項
目
に
お
い
て
、
留
学
経
験
者

の
平
均
値
の
方
が
未
経
験
者
よ
り
も
高
か
っ
た
。
自
分
の
留
学
経
歴
（
対
照
群
に
つ
い

て
は
、
圏
内
の
大
学
・
大
学
院
の
卒
業
・
修
了
）
が
「
キ
ャ
リ
ア
設
計
の
上
で
助
け
に

な
っ
た
」
（
留
学
経
験
者
二
・
九
五
、
留
学
未
経
験
者
二
・
四
一
二
）
ま
た
は
「
現
在
の
仕

事
に
就
く
上
で
助
け
に
な
っ
た
」
（
二
・
七
七
二
一
・
四
九
）
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
に
与
え
る

17 

肯
定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
留
学
経
験
者
は
高
く
評
価
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
留
学
と
直

接
的
な
関
連
性
の
高
い
「
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
経
験
が
評
価
さ
れ
た
」

つ
7
五
八
、
一
・
五
六
）
に
つ
い
て
は
、
留
学
経
験
者
の
平
均
値
が
未
経
験
者
よ
り
も
一

ポ
イ
ン
ト
以
上
高
か
っ
た
。
一
般
的
に
日
本
国
内
の
大
学
で
は
、
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
経
験
を
積
む
機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
用
選
考
時
に
お
い

図4・キャリア・採用に与える影響に関する自己評価の加重平均値の比較
1キャリア陸計の上で助けに立った

3現在の仕草において留学｛囲内大
学・大学院）で学んだ知闘やスキル

を憧っている
ーー一ー留学経験者n=4,486
（項目下9n=4,483) 

・ーーー封照群n=1,29B

4現在の年1担を高めるのに役立った

8揺用時に園学（圏内大学j大学院
で）で学んだ知識やスキルが評価さ

れた

2 
7採用時に自分の留学経歴｛国向大学f
大学院の卒業F修了）が評価された

6NPOや社会活動をしようというす4一一一一一一ーシ唱起草しようという意欲が高まった
欲が高まった （宮刺・非営利）を吉む

（注）対照群（留学未経験者）は「7.自分の留学経歴が評価された」を「7.園内大学（大学
院）の卒業（修了）そのものが評価された」として回答。対照群（留学未経験者）は「8.留
学で学んだ知識やスキルが評価された」を「8回国内大学・大学院で学んだ知識やスキルが
評価された」として回答。



18 

て
欝
学
経
験
者
に
特
有
な
強
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
誰
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
キ
ャ
リ
ア
や
採

用
に
寵
す
る
九
惜
機
器
す
べ
て
の
平
均
僚
は
一
ニ
を
下
回
っ
て
お
り
、
対
照
群
と
の
諜
も
比
較
的
小
さ

怒
ら
に
、
能
力
向
上
や
意
識
変
容
の
領
域
に
お
け
る
平
均
値
よ
り
も
畿
い
こ
と
か
ら
欝

か
っ
学
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
強
い
と
は
一
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

留
学
経
験
（
対
照
群
に
つ
い
て
は
溜
内
の
大
学
・
大
学
院
で
の
経
験
）
を
通
じ
て
、
「
起
業
し

よ
う
と
い
う
綾
歌
が
高
ま
っ
た
」
（
欝
学
経
験
者
二
・

0
入
、
閣
学
未
経
験
者
一
ム
ハ
ニ
〉
ま
た
は

「
N
P
O
や
社
会
活
動
を
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
高
ま
っ
た
」
（
二
・

O
七
、
で
五
九
）
に
つ
い
て

も
、
留
学
経
験
者
の
平
均
値
は
留
学
未
経
験
者
と
比
べ
る
と

0
・
五
ポ
イ
ン
ト
程
度
高
い
も
の
の
、

そ
の
平
均
葎
は
畿
く
、
商
グ
ル
ー
プ
の
悶
審
者
の
半
数
以
上
が
否
定
的
な
回
答
会
し
て
い
た
。

よ
っ
て
、
髄
学
経
験
者
の
中
に
は
、
起
業
や

N
P
O
で
の
活
動
な
ど
に
対
す
る
積
極
性
が
養
わ
れ

た
と
認
識
し
て
い
る
額
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
留
学
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
全
体
的
に
議
め

で
限
定
的
な
も

る
で
あ
ろ
、
っ
。

先
述
の
通
り
、
年
収
の
平
均
植
は
、
留
学
経
験
者
の
ほ
う
が
未
経
験
者
よ
り
官
向
か
っ
た
（
十
六

貰
表
3
参
賎
）
。
し
か
し
、
哲
学
経
験
（
対
照
群
に
つ
い
て
は
盟
内
の
大
学
・
大
学
設
で
の
経
験
〉

が
「
現
症
の
年
枝
を
高
め
る
の
に
役
立
っ
た
〕
に
つ
い
て
は
、
留
学
経
験
者
（
ニ
・
二
八
て
米
経

験
者
（
二
・
一
一
一
〉
共
に
他
の
項
宮
に
比
べ
て
平
均
鐘
が
器
く
、
両
者
の
差
も
小
さ
か
っ
た
。
官

学
経
験
及
び
対
賂
群
の
冨
内
大
学
・
大
学
践
で
の
経
験
は
、
現
在
の
収
入
を
上
げ
る
こ
と
に
必
ず

し
も
役
立
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
人
が
蹄
グ
ル
ー
プ
の
過
半
数
を
占
め
て
い
た
ο

会
中
心
に
年
功
序
列
賞
金
制
が
未
だ
主
流
で
あ
る
こ
と
の
反
映
と
懇
わ
れ
る
。

図5：態度・綴値観に関する13B評錨の加3霊平均値の比較
1 [A］闘分J;J:楽緩釣な方だ

ー回目叩普官学級量産者n=4,486

・ーー一対機事車内的，298

3 [A］自分iま耳革新約な方だ

8 [A］畠分母5主義若者海上し
ていきたいと緩う方だ

トレスには7 [A] 

[A］自分は新しいζとを
事霊験したい方だ

5 [A] ＂＂ャワア ｛！）ためなら
転車量も必要悪だ~~思う



4
1
5
．
価
値
観
に
つ
い
て
の
自
己
評
価

相
対
す
る
価
値
観
（
A
と
B
）
八
項
目
を
提
示
し
、
項
目
ご
と
に
「
A
に
近
い
」
を
四

点
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
A
に
近
い
」
を
三
点
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
B
に
近
い
」
を
二

点
、
「
B
に
近
い
」
を
一
点
と
し
て
、
留
学
経
験
者
と
対
照
群
（
留
学
未
経
験
者
）
そ
れ
ぞ

グローバル人材育成と留学の中・長期的インパクトに関する研究

れ
の
加
重
平
均
値
を
算
出
し
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
し
た
も
の
が
図
5
で
あ
る
。
「
新

し
い
こ
と
を
経
験
し
た
い
」
（
留
学
経
験
者
三
・

O
四
、
留
学
未
経
験
者
二
・
四
七
）
、
「
キ
ャ

リ
ア
の
た
め
な
ら
転
職
も
必
要
」
（
三
・
一

O
、
一
了
五
五
）
、
「
多
様
な
価
値
観
の
人
と
交
流
す

る
こ
と
が
好
き
な
方
だ
」
（
三
・

O
二
二
一
・
四
二
、
「
自
分
の
生
活
を
向
上
し
て
い
き
た
い
と

思
う
方
だ
」
（
三
・

O
五
、
二
・
六
O
）
に
つ
い
て
、
留
学
経
験
者
の
平
均
値
は
留
学
未
経
験
者

よ
り
も
高
く
、
い
ず
れ
も
三
を
超
え
て
い
た
。
留
学
経
験
者
は
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な

く
向
上
心
を
持
ち
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
み
、
多
様
な
価
値
観
の
人
々
と
の
交
流
を
求
め

る
傾
向
が
よ
り
強
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
留
学
経
験
者
の
こ
れ
ら
の
価
値
観
に

関
す
る
傾
向
は
、
留
学
前
か
ら
各
自
が
既
に
持
っ
て
い
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
留
学
を

通
じ
て
酒
養
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
本
調
査
デ
I
タ
か
ら
判
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

4
1
6
．
人
生
等
の
満
足
度

現
在
の
人
生
の
満
足
度
に
関
す
る
六
項
目
に
つ
い
て
、
項
目
ご
と
に
「
強
く
そ
う
思
う
」

を
四
点
、
「
そ
う
思
う
」
を
三
点
、
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
を
二
点
、
「
全
く
そ
う
思
わ

19 

な
い
」
を
一
点
と
し
て
、
留
学
経
験
者
と
対
照
群
（
留
学
未
経
験
者
）
そ
れ
ぞ
れ
の
加
重
平

レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
し
た
も
の
が
図
6
で
あ
る
。
人
生
等
の
満
足
度

均
値
を
算
出
し
、

図6：人生等の満足度に関する自己評価の加重平均値の比較
1現在の仕事に溺足している

2現在田収入に満足している6人生に満Eしている

ー一一ー留学経験者n=4,487

・・・・・対照群n叶，298

3留学（固向大学園大学院

の｝軽障に溝Eしている

4仕事以外のプライベートな
生活に満Eしている

（注）対照群（留学未経験者）はは留学経験に満足している」をは国内大学・大学院の
経験に満足している」として回答。
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に
関
す
る
項
目
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
留
学
経
験
者
の
平
均
鑑
は
未
続
験
者
よ
り
も
高
か
っ
た

が
、
他
の
繋
問
事
項
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、
対
照
群
と
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
か
っ
た
。
ム
ハ

墳
闘
の
中
で
は
、
「
自
分
の
留
学
経
験
（
対
照
群
に
つ
い
て
は
国
内
の
大
学
・
大
学
長
の
経
験
）

に
謁
見
し
て
い
る
」
〈
留
学
経
験
者
ニ
・
九
七
、
留
学
未
経
験
者
二
・
六
九
〉
が
留
学
経
験
者
、
対

照
群
と
も
に
最
も
平
均
畿
が
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
に
概
ね
溝
認
し
て
い
る
こ
と
が
旅
さ
れ

た
。
ま
た
「
仕
事
以
外
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
生
活
に
謁
見
し
て
い
る
」
〈
一
一
・
八
閥
、
一
一
・
六
八
て

七
八
二
一
・
五
回
〉

つ
で
八
八
二
一
：
一
ハ
て
「
入
金
に
満
足
し
て
い
る

で
は
、
一
向
グ
ル
ー
プ
と
も
に
平
均
値
が

（ 

ー． 

「
交
友
謂
係
に
満
足
し
て
い
る

・
茸
ポ
イ
ン
ト
以
上
で
あ
り
、
ぞ
れ

ぞ
れ
の
平
均
龍
の
差
は
0
・
三
ポ
イ
ン
ト
以
下
だ
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
に
糟
関
連
し
た

項
E
「
現
在
の
仕
事
に
満
足
し
て
い

一一二一・

「
現
在
の
収
入
に
満
足
し
て
い
る
」
（
ニ
・
。
）
は
、
他
の
項
設
に
比
べ
平
均
値
が
や

や
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
留
学
経
験
者
、
未
経
教
者
と
も
に
、
内
総
分
の
郎
総
学
経
験
や
閣
内
大

学
・
大
学
撲
で
の
経
験
に
は
満
足
を
し
て
い
る
と
静
鎖
し
て
い
る
人
が
多
い
一
方
で
、
環
夜
の

や
ヤ
ワ
ア
、
絡
に
収
入
に
関
し
て
は
商
者
と
も
あ
ま
り
溝
足
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ

る。
5
‘
考
察

s
i－
－
鱒
学
経
験
の
効
果
の
全
体
像
二
歯
学
未
経
験
者
と
の
比
較
か
ら

本
欝
査
結
果
か
ら
、
留
学
経
験
者
は
、
告
ら
の
藩
学
経
験
が
自
身
の
能
力
の
向
上
、
意
識
の
変

。）、

関7：留学のインパクトに関;bる六つの領域の平均援比較（領域内各項隠の加重平均値の平均）
総力的平均

明問問抽留学軽E章者

．． 朝一対照雰

重量畿の平均

役会的な活動母平均

入生等の満足度母'l'k語

2 
キャリア・鍵F脅簿由平均

備儀袋母平均
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容
、
社
会
活
動
へ
の
参
加
、
態
度
・
錨
轍
鱗
の
変
化
、
キ
ャ
リ
ア
・
採
用
へ
の
影
響
、
人
生
の
満
足
震
と
い
う
六
つ
の
領
域
に
お
け
る

隷
々
な
側
富
で
禽
宜
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
欄
向
が
開
明
ら
か
に
な
っ
た
。
留
学
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
わ
る
ふ
ハ

ウ
の
領
域
合
包
括
的
に
詑
較
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
内
に
あ
る
横
路
の
加
霊
平
均
健
の
平
均
を
算
出
し
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト

で
示
し
た
も
の
が
留
7
で
あ
る
。
す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
、
留
学
経
験
者
の
平
均
値
が
未
経
験
者
を
上
陸
っ
て
い
た
（
図
7
1
特
に
、

能
力
の
向
上
〈
藩
学
経
験
者
三
・

0
ニ
、
習
学
未
経
験
者
二
・
毘
一
一
一
〉
と
意
識
の
変
容
〈
ニ
・
八
六
、
ニ
・

0
三
〉
の
穣
域
に
お
い
て
、
留
学

未
経
験
者
と
の
諜
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

本
調
査
結
巣
を
踏
ま
え
た
総
合
的
関
な
考
察
と
し
て
、
ま
ず
、
留
学
経
験
者
は
、
留
学
経
験
と
寵
接
的
な
関
連
牲
が
強
い
外
国
語
の
連
用

能
力
や
典
文
北
対
部
カ
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
人
と
し
て
重
要
と
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
染
軟
性
と
い
っ
た
汎
潟
能
力
の

獲
得
に
つ
い
て
も
常
定
的
に
自
己
評
艦
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
意
識
留
で
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
深
花
、
悶
欝
問
題
へ
の
関
心
や
多

様
な
考
え
に
対
す
る
寛
容
性
、
自
信
や
自
己
効
力
惑
の
海
上
に
加
え
、
物
撃
を
前
向
き
に
捉
え
、
リ
ス
ク
そ
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

意
識
の
高
ま
り
も
皆
学
の
成
果
と
し
て
実
感
し
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
な
能
力
や
意
識
は
、
変
化
の
散
し
い
現
代
社
会
を
生
き
抜
く
た
め

に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
資
質
で
あ
り
、
寵
学
級
殺
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
に
お
い
て
カ
を
発
議
す
る
た
め
の

素
地
と
な
る
能
力
の
養
成
、
意
識
や
鎖
値
観
の
瀬
獲
に
お
い
て
、
効
果
的
な
学
び
の
機
会
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
吋
割
問
え
る
。

今
ヤ
リ
ア
設
計
や
持
崩
一
自
に
つ
い
て
は
、
能
力
の
向
上
や
意
識
の
変
容
に
比
べ
る
と
限
定
的
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
樹
学
経
験
者
は
留

学
未
経
験
者
よ
り
も
、
そ
の
脅
定
的
な
影
響
を
高
く
評
錯
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
留
学
経
験
者
は
、
蕗
身
の
問
機
学
経
験
に

対
す
る
溝
足
度
が
高
く
、
そ
の
経
験
は
自
身
の
成
長
や
人
生
を
豊
か
に
す
る
よ
で
役
立
っ
て
い
る
と
総
識
す
る
一
方
で
、
現
在
の
仕
事
や

収
入
へ
の
満
足
度
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
留
学
に
費
や
し
た
コ
ス
ト
に
見
合
う
ペ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
キ
ャ
リ
ア
の
離
で
は
得
ら
れ
て
い

な
い
と
惑
じ
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
デ
ィ
ス
コ
・
キ
ャ
リ
ア
リ
サ
ー
チ
が
実
議
し
た
二

G
一
五
年
度
新
卒
採
用
に
関
す
る
食
業

調
査
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
海
外
留
学
生
を
採
出
府
す
る
と
愚
答
し
た
企
業
は
議
年
よ
り
一
一
・
姐
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
も
の
の
、
二
八
a

八

%

21 



22 

〈
従
業
員
一

O
、
0
0
5人
以
上
の
大
手
企
業
で
は
陸
態
二
二
%
）
に
期
締
ま
っ
て
お
り
、
皆
学
経
験
が
必
ず
し
も
就
職
に
お
い
て
有
利
に
は

働
か
な
い
こ
と
そ
示
し
て
い
話
。
向
関
学
経
験
の
キ
ャ
リ
ア
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
、
留
学
経
験
者
の
自
記
詳
留
と
麗
用
者
需
の
護
学

経
験
（
考
〉
に
対
す
る
評
鰭
と
の
聞
に
生
じ
る
ギ
ャ
ッ
プ
に
集
点
を
あ
て
た
分
析
を
今
後
行
う
必
繋
が
あ
る
。

留
学
経
験
者
は
、
期
間
学
を
議
じ
て
姉
値
観
や
文
化
の
多
様
性
に
対
、
ず
る
肯
定
的
な
意
識
の
高
ま
り
を
認
識
し
て
い
る
が
、
実
際
の
交

流
・
支
援
活
動
等
へ
の
参
加
度
合
い
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
哲
学
未
経
験
者
と
の

比
較
で
は
、
留
学
経
験
者
の
方
が
こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
活
動
に
よ
り
頻
繁
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
留
学

経
験
が
儲
人
の
能
力
や
意
識
の
変
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
な
活
動
へ
の
参
却
を
通
じ
て
、
社
会
全
体
に
対
す
る
肯
定
的
な
諌
及
効
果

・
そ
も
た
ら
し
う
る
と
い
う
可
龍
性
を
一
示
綾
し
て
い
る
。
今
後
、
護
学
に
よ
る
意
識
の
変
容
と
行
動
の
変
北
に
つ
い
て
捕
者
の
関
連
性
や
鑓

果
関
係
を
詳
織
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
へ
の
効
果
を
生
み
出
す
留
学
の
繋
件
や
内
容
（
中
身
〉
を
解
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ、っ。s
i
2．
本
語
査
の
諜
溜
と
今
後
の
方
針

本
一
績
で
は
、
留
学
経
数
者
と
留
学
未
経
験
者
に
対
す
る
課
査
結
果
の
全
体
畿
に
つ
い
て
比
較
分
析
を
行
っ
た
。
脅
学
経
験
は
、

学
校
種
郎
、
期
開
学
期
間
、
宮
学
先
関
、
留
学
し
た
年
代
、
男
女
別
加
な
ど
様
々
な
饗
閣
に
よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
る
成
果
や
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

が
奥
な
る
。
議
学
に
関
す
る
鍵
開
票
調
査
に
お
け
る
版
界
と
し
て
は
、
智
学
経
験
の
溝
足
度
が
高
い
人
が
肯
定
的
に
欝
査
へ
回
答
す
る
と

い
う
傾
向
を
捺
誌
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
留
学
経
験
者
の
様
々
な
驚
紫
、
能
力
、
意
識
な
ど
に
つ
い
て
は
、
期
間
学
経

験
の
普
か
ら
高
か
っ
た
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
素
養
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
関
学
し
た
と
い
う
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ

る。

で
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
み
に
基
づ
く
分
析
で
あ
っ
た
が
、
今
議
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
鐸
査
な
ど
に
よ
り
多
隷

な
デ
1
タ
寂
集
を
行
い
な
が
ら
、
留
学
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
多
角
的
に
検
証
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
は
、
留
学
経
験
の

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
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Study on也eDevelopment of Global Human R部 ourceand the 

Long~term lmpacまofStudy Abroad Experiences 

-Iミ釘叫tsf悶 n佃 OnlineSurvey for Those Who Studied 

Abroad and Who Did Not -

SHIMMI Yukiko, OTA Hiroshi, WAγABE Yuki , AKIBA Hiroko 

(Hitotsubashi University) 

With the decline since the late 2000s of the number of Japanese students who 

study abroad, the development of global human resourc詑andthe promotion of 

study abroad experiences among j品panesξstudentshave become an emerging 

まちendaby the Japanese government. The current study aimed to examine the 

long・叩termimpact of study孟broadexperiences through在comparisonof groups of 

Japanese individuals who studied乱broad{study abroad group）訟dthose who did 

not(no会主主udyabroad group). To be included in the study abroad group, one had 

to hav邑studiedabroad for more than three months 仮設highschool, university, 

graduate school，。rlanguage school，百ieywere also required to have had a job 
by the rim記ofthe survey. As for the inclusion requiremξnts for the control 

group (non戸study乱bro乱dgroup), 。詮εh皐dto h乱.veno s主主idyabro説dexperieぉces

lastng longer th註nthree months, to have graduated from立universityor gr在duate

school in Japan, and to have h在dcareer experiences by the time of the survey. 

百iisstudy explored the following six喜代asin terms of their longぺermimpact of 

study油roadexperiences: (1) intellectual, social, and personal ability (18 items), 

(2) perception and awareness (16 items），。） particip立tionin social activities〔8

it叩 1s),(4) attitude and values (8 items），。） c丞re記rand employability (9 items), 

乱nd(6) satisfaction of Ii会議ndwork (6 items）.百ieparticipants responded to the 

surv吃y,which used証ふpointLikert Scale for each item. Aぉonlinesurvey was 

administered to the study立broadgroup from December 2014 to May 2015, 

and 4,489 valid respons悲swere received. An online survey for the non-study 

abroad group was administered from August to September 2015, and 1,298 

valid responses were received.τhe weighted averages of the Likert Scale responses 

were calculated for e立chgroup and for each itξm. The results showed tha主the

scores of the responses from the study abroad group were higher than those of 
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the non-study abroad group in all items. This indicates that the individual who 
had studied al汀oad recognized pぃirivc impact、s uf rhcir srudy ahroacl experiences 
in various a,pccrs of their lifr, compared ro thoヽe in rhc control group. Among 
the six areas of long-term impact, the scores of the weighted averages on (I) 
intellectual, social, and personal ability and (2) perception and awareness were 
especially higher for individuals in the study abroad group than those in the non­
srudy abroad group. People who lばd studiedふrn;icl acknowledgc:d their growth 
not only in rheir language: ;1bil且ie, and cross-culwral competence, h1n also in their 
communication skills and flexibility. They also highly endorsed positive changes 
in their perceptions and awareness such as appreciating diversity and awareness of 
international issues. From these results, we conclude that study abroad experiences 

provide an effective learning opportunity for Japanese individuals to develop the 
competencies necessary「(lr acrivc partidparion in a globalizing cnvironmenr. 

Keywords: 
Long-rerm impact, Study abroad, Japanese 只udents, Global human resource, 
lntcrnationd education 




